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有
識
者
会
提
言
「

今
世
紀
中
に
発
生
も
」

内
閣
府
の
有
識
者
検
討
会
は
時
日
、
火
砕
流
や
降
灰
な
ど
広
域
被
害
を
も
た
ら
す
活
火
山
の
大
規
模

噴
火
対
策
に
関
す
る
提
言
を
ま
と
め
た
。
東
日
本
大
震
災
で
火
山
活
動
が
活
発
化
す
る
可
能
性
が
あ
る

と
し
て
、
国
が
都
道
府
県
知
事
や
市
町
村
長
に
避
難
指
示
発
令
を
命
じ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
災
害
対
策

基
本
法
の
改
正
や
、
観
測
態
勢
の
強
化
を
要
請
。

1
7
0
7

年
、
南
海
ト
ラ
フ
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
（M）8
・6

の
宝
永
地
震
の
直
後
に
富
士
山
が
噴
火
し
た
事
例
な
ど
を
念
頭
に
、
東
日
本
大
震
災

を
引
き
金
と
す
る
大
規
模
噴
火
が
今
世
紀
中
に
発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と
分
析
。
地
方
自
治
体
中

心
だ
っ
た
住
民
の
避
難
対
応
で
国
の
関
与
を
強
め
る
必
要
が
あ
る
と
判
断
し
た
。

H

関
連
記
事
担
面
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「
今
後1
0
0

年
程
度
で
噴
火
す

る
可
能
性
が
高
い
」
と
し
て
、
弘

一

時
間
態
勢
で
監
視
し
て
い
る
。一

小
規
模
噴
火
が
続
く
な
ど
大
噴

一

火
の
懸
念
が
出
た
場
合
は
、
政
府

一

が
現
地
連
絡
対
策
室
を
設
置
し
、

一

地
元
自
治
体
と
の
合
同
会
議
を
開

催
。
さ
ら
に
大
噴
火
の
可
能
性
が

強
ま
っ
た
段
階
で
、
国
が
首
長
に

避
難
指
示
発
令
を
命
じ
る
こ
と
が

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
求
め

古
屋
圭
司
防
災
担
当
相
は
記
者
一
た
。

会
見
で
、
現
地
対
策
本
部
の
設
置
一
火
砕
流
や
降
灰
が
発
生
す
る
と

手
順
や
国
と
自
治
体
の
役
割
分
担
一
住
民
の
一
斉
避
難
が
困
難
に
な
る

な
ど
を
定
め
る
政
府
の
対
処
方
針
一
た
め
、
国
が
あ
ら
か
じ
め
状
況
に

を
本
年
度
中
に
策
定
す
る
考
え
を
一
応
じ
て
警
戒
レ
ベ
ル
を
引
き
上

明
ら
か
に
し
た
。
一
げ
、
市
町
村
が
避
難
対
象
地
域
を

気
象
庁
は
、
圏
内
の
活
火
山

1

一
順
次
拡
大
す
る
よ
う
要
請
し
た
。

1
0

の
う
ち
富
士
山
を
含
む
訂
を
一
観
測
態
勢
の
強
化
で
は
、
政
府

一が
火
山
専
門
の
調
査
研
究
機
関
を

設
置
し
た
り
、
火
山
の
専
門
家
を

育
成
し
た
り
す
る
必
要
性
を
強

調
。
降
灰
が
道
路
に
数
戸
程
度
積

も
る
と
車
が
走
れ
な
く
な
る
恐
れ

~ 
~司

が
あ
る
と
し
て
、
避
難
手
段
や
灰

の
処
理
の
手
順
も
検
討
す
る
よ
う

求
め
た
。

溶
岩
や
火
山
灰
な
ど
の
総
噴
出

量
が1
億
立
方M
を
超
す
大
規
模

噴
火
は
、
9
1
5

年
の
十
和
田
（
青

森
、
秋
田
）
か
ら

1
9
9
0
1

凶
年

の
雲
仙
岳
（
長
崎
）
ま
で
、
約

1
1

0
0

年
間
に
富
士
山
を
含
む
叩
火

山
路
例
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。


